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建交労第 19 回定期大会を群馬県で開催！ 

改憲阻止と強大な建交労で要求前進を確認 
建交労は第 19回定期大会を 9月 2日～4日

に群馬県安中市磯部において開催しました。 

大会には代議員をはじめ全体で200人余が

参加、神奈川県本部からは斎藤健人代議員と

伊藤東一特別代議員が参加しました。 

足立浩副委員長の開会挨拶ではじまった

大会は、角田季代子中央執行委員長が主催者

挨拶で、安倍暴走政治の巨悪を告発するとと

もに安倍政治を許さない国民的なたたかい

の広がりと野党共闘の前進をはじめ、格差と 主催者挨拶を行なう角田中央執行委員長 

貧困の是正や核兵器禁止・廃絶に向けた日本と世界諸国民のたたかいの発展などに触

れながら、建交労が自らの存在意義を発揮する重要な局面に置かれていることを明ら

かにし、時代の要請に応えるべく全国のなかまの奮闘を呼びかけました。 

 来賓の皆さんからも安倍政権打倒と全労連・建交労をはじめとする労働組合運動に

求められる役割と真価の発揮が強調されると同時に建交労への期待が熱く語られて、

建交労の参加者全体を激励していただきました。 

※以下は来賓の方々です。（初日）、全労連・野村幸裕副議長、交運共闘・沖原勝治副

議長、全国トンネルじん肺根絶訴訟団・水口洋介事務局長、日本共産党・本村伸子衆

議院議員、（２日目）生公連・古澤一雄事務局次長、（３日目）小池純一顧問弁護士 

大会はその後、「戦争国家づくりの安倍改憲を必ず阻止しよう！ 強大な建交労を

実現し、全ての要求闘争を前進させよう」のスローガンを掲げた運動方針案をはじめ

秋季年末闘争方針案などを廣瀬肇書記長が提

起し、会計決算報告と財政方針を鈴木正明書

記次長が提起をして討論に入りました。 

３日間の討論をつうじて建交労の存在意義

と建交労がはたすべき役割がより鮮明となっ

た第 19回定期大会は、運動方針案などの議案

を満場一致で採択（スト権は 99％の賛成で確

立）し、相木伸之副委員長の閉会挨拶につづ

く角田委員長の発声による団結ガンバロウ三

角田委員長の発声で団結ガンバロウを三唱 唱で全日程を終了し成功裏に閉会しました。 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2


 

 

神奈川からは齋藤健人代議員が討論に参加 
３日間の討論では、全体で７２人のなかま（７人の特別報告と職場・業種・地域・

階層から６５人の一般発言）から大会方針を豊

かに発展させる発言がつづきました。 

そのなかで神奈川県本部からは齋藤健人代

議員が討論に参加、春闘・一時金闘争での積極

的な到達点と課題をはじめ、組織拡大の展望と

学習活動の強化など神奈川県南支部のこの間

のたたかいの経過と今後の闘争方向について、

中央本部が提起した大会方針に沿う積極的な

発言で大会成功に貢献しました。       積極的な発言で討論に参加する齋藤代議員 

神奈川ダンプ支部は組織拡大最優秀賞受賞  
 大会最終日に行われた各分野での表彰式の最初に行われた組織拡大の分野では、神

奈 川 ダ ン プ 支 部 が 対 前 年 比 1 5 ％ 以 上 の 純 増 （ 2 2 人 ） を 達 し て 、 

沖縄ダンプ支部、沖縄県本部とともに最優秀賞を獲得しました。表彰式にはダンプ支

部の代理として神奈川県本部の斎藤健人代議員

が壇上に上がり、角田委員長から表彰状と副賞

を受けとりました。  

その他、優秀賞（年間 10％以上の純増）２組

織、準優秀賞（同５％以上純増）３組織、年間

５０人以上の拡大７組織が表彰され、昨年を大

きく上回る組織が表彰を受けました。来年の大

会では神奈川県南支部も表彰を受けられるよう 

表彰後記念写真での齋藤代議員（中央） に全分会でいまから頑張りましょう。 

春闘アンケートなどの秋年末闘争を直ちに 
建交労は、第 19 回全国定期大会を経て直ちに 2017 年秋季年末闘争に入りました。

神奈川県南支部は県本部（10 月 22 日）や支部（10 月 29 日）の定期大会を待つこと

なく中央本部の大会決定にもとづく秋季年末闘争を展開することです。 

まずは、近日中に中央本部から送られてくる「春闘アンケート」をすべての分会へ

早期に手渡して県本部や支部の定期大会までに全組合員から集約しきることです。

個々の大会待ちでは中央の春闘討論集会に組合員の要求を反映できません。 

また、秋の組合員拡大月間を中心とする組織拡大運動に全力をあげましょう。県南

支部の大会まで昨年の大会方針に掲げた拡大目標達成を追求しましょう。 

建交労手帳 2018年版の注文は支部に集中を 
 建交労中央本部は、来年 2018 年版の建交労手帳の注文受付をはじめます（別紙）。

神奈川県南支部は、分会ごとの注文をまとめて中央本部に報告しますので、各分会は

早めに注文数を支部に連絡していただくようお願いします。 



 

 

 

 

   

   

   

  
 

   

   

 


